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葬送や継承への考え方の変化にともない墓地の形態が多様化する中、屋外型墓地においては景観に配慮した緑の多い公園墓地が多く

つくられている。しかし、多磨霊園を発端として現在に至るまで同じ公園墓地と称されている墓地でも、その実態は大きく異なる。本

研究では神奈川県の公園墓地をその構成要素に注目して類型化し、類型ごとに敷地形態や周辺環境を比較して景観的特徴を調べた。そ

の結果、庭園のような景観をもつ墓地、緑の印象が強い墓地、憩いの場としての雰囲気をもつ墓地、植栽や休憩施設によって忌避施設

としての印象が和らいだ墓地という4類型に分かれた。墓地の景観について墳墓の印象が抑えられることで墓地全体の景観が向上してい

るほか、緑地と墓域が一体に整備された公園型の墓地については墳墓間の植栽によって一体化した印象を受けることがわかった。 
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1. 研究の背景と目的 

1.1 研究の背景 

墓地は人を弔う重要な都市施設であり、人口減少・高齢化や

継承・保有に対する考え方の変化からその形態は多様化してい

る。例えば従来の屋外型墓地については、郊外に民営墓地が多

く存在する一方で市街地において寺院墓地が利便性の高い墓地

として注目されており、宗教不問というニーズを受けて寺院墓

地が檀家制度を取りやめる傾向もある。また、墳墓を持たない

納骨堂やビルタイプなど新しいかたちの墓地がつくられている。

このような形態の多様化にともない、墓地の敷地形態や景観が

多様化している。 

一般的に墓地は忌避施設として暗い、そばにあってほしくな

いという印象を抱かれるものである。また屋外型墓地では特に

近隣の景観への影響が大きく、市街地において寺院墓地は塀に

囲まれた空間となり、民営の墓地は市街地を避けてつくられて

いる。一方で屋外型墓地は緑地供給の一施設としての側面を有

し、欧米を先駆けとした公園墓地や樹木葬墓地が増えているほ

か、公園の役割を担う都市施設である墓園も存在する。現在墓

地購入者や景観への配慮から緑の多い墓地である公園墓地が多

く存在するが、槇村 1)や嶽山ら 2)によって現在の公園墓地の設計

が多磨霊園を発端とする公園墓地の設計と異なることが示され

ており、その定義や実態は必ずしも明確でない。 

そこで、公園墓地の景観を概観し、その景観特性を把握する

ことには意義があると考える。 

 

 

 

 

1.2 研究の目的 

本研究では墓地雑誌に掲載された墓地のうち神奈川県内の公

園墓地を対象に、墓地の景観を左右する緑や施設の構成要素に

注目して類型化を行い、類型ごとに墓地の敷地形態や周辺環境

を比較し、景観的特徴を明らかにする。また、特に緑地と墓域

が一体に整備された公園型の墓地について現地調査を行い、そ

の景観特性を明らかにする。 

 

2. 研究概要 

2.1 用語の定義 

本研究では墓地において墓石を含む個人の墓の単位を墳墓、

墳墓が均質に集まった範囲を区画、区画が集まった墓地の中で

墳墓が占める範囲を墓域と呼ぶ。 

墳墓の集合施設のうち、屋内施設である納骨堂(廟)を除く屋

外型施設を墓地と定義する。ただし、屋内・屋外の両方の施設

からなるものは墓地に含める。また、墓地のうち檀家制度があ

るものを特に寺院墓地と呼び、本研究では寺院墓地を除いた墓

地を扱う。 

本研究における墓地の区分を図1に示す。 

 

図1 本研究における墓地区分 
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また、本研究において公園墓地とは墓園に限らず公園と名の

つく墓地や公園墓地・公園型墓地と称される墓地及び緑が多い

墓地とする。したがって墓地の特色において公園墓地と記載さ

れた墓地のほか、公園墓地と未記載であっても庭園墓地やガー

デニング墓地、緑地付墓地、芝生墓地、樹木葬などの植栽を有

する形態が記載された墓地も公園墓地と区分する。 

 

2.2 既存研究と本研究の位置づけ 

 本研究に関わる既存研究として,(1)墓地の形態に関する研究、

(2)墓地の立地や空間に関する研究、(3)墓地のデザインに関す

る研究に分類し、以下に示す。 

(1)墓地の形態に関する研究 

明治期東京に共葬墓地が新たな墓地形態として誕生した。飯 

塚 3)は、その成立過程について火葬禁止などの法令や市区改正案

と照らして研究している。武家地と隣接する農地が転用され斜

面に現在公営墓地となっている墓地がつくられたとしている。 

槇村 1)は、現在多く供給される墓地の一形態である公園墓地に

ついて、成立過程や経営課題を示している。その中で多磨霊園

を設計した井下清の研究や思想から導かれる庭園のような理想

の設計と現在の公園型墓地に乖離があることを示している。 

(2)墓地の立地や空間に関する研究 

尾崎ら 4)は、家族形態の変化が大きい大都市において寺院墓地

の規模や需要が市街地と郊外で異なるが、様々な墳墓があるこ

とで寺院墓地独特の空間が形成されていることを示している。

また、社会変化にともない寺院が柔軟に対応しようとしている

ことを示している。 

(3)墓地のデザインに関する研究 

嶽山ら 2)は、地形図による図上調査と現地調査から2つの公園

墓地の敷地環境特性を比較している。墓域と緑地の機能が分離

された墓地の方が低評価であり、一体的な整備が必要であるこ

とを示している。 

既存研究においては、公園墓地の歴史から考察したものや 2

つの公園墓地の敷地を詳しく調べたものがある。本研究では複

数の公園墓地の敷地特性を調べ、景観を概観することに特徴が

ある。 

 

2.3 研究方法 

 後述する墓地雑誌から 2.1 に示した墓地の定義に基づいて墓

地を選び、掲載情報を整理する。敷地内の画像や航空写真によ

って対象墓地の敷地を調べ、敷地内の景観に影響する墓地構成

要素の有無を調べる。構成要素に注目して類型化を行い、類型

ごとの景観や立地特性などの特徴を分析する。 

 

3. 対象墓地の選定 

3.1 調査資料概要 

研究に用いる墓地雑誌は情報量が多く連続的に資料が発行さ

れている「霊園ガイド」のうち、現在造成が終了し、現地調査

を行うことができる墓地のみが掲載された2016年下半期号 5)と

した。 

資料には、民営墓地を中心に推奨石材店の参画する首都圏の

墓地400件について、2016年9月1日時点の情報が掲載されて

いる。掲載情報は名称、最寄り電車路線、墓所使用料、写真、

所在地、連絡先、経営主体、開設年度、最寄駅と所要時間、宗

教、区画数、総面積、設備、特色、区画ごとの墓所使用料・管

理費である。 

霊園ガイドの表紙を図2、紙面を図3に示す。 

  

図2 霊園ガイド表紙 5)    図3 霊園ガイド紙面 5) 

 

3.2 対象墓地の選定 

 2.1の定義に基づいて東京都区部、東京都区外、千葉県、埼玉

県、神奈川県における墓地と公園墓地を選定した。墓地 285 件

のうち、42.5％にあたる 121 件が公園墓地であった。所在地ご

との内訳を図 4 に示す。公園墓地が多い埼玉県と神奈川県のう

ち公園墓地の割合が大きいことから神奈川県内の公園墓地36件

を対象とした。対象墓地の一覧を表1、図5に示す。 

 

図4 所在地ごとの墓地と公園墓地の件数 



 

 

表1 神奈川県内の調査対象墓地一覧 

①メモリアルステージ新横浜　　　　　　　　　　　　⑬メモリアルヒルズ湘南
㉕メモリアルパーク　大和墓苑
ふれあいの郷

②都筑港北霊園 ⑭藤沢・綾瀬ふれあいの杜 ㉖花の郷聖地　相模大塚
③朝陽の杜墓苑（東の丘） ⑮茅ヶ崎霊園　永久の郷 ㉗綾瀬蓼川霊園
④横浜セントヒル霊園 ⑯茅ヶ崎公園墓地 ㉘花の郷墓苑　厚木宮の里
⑤メモリアルパーク南横浜 ⑰平塚四之宮霊園 ㉙厚木　やすらぎ霊園
⑥横浜二俣川霊園 ⑱平塚霊園・那由佗の郷 ㉚おぎの聖地公園
⑦横浜聖地霊園 ⑲メモリアル富士見霊園 ㉛厚木森の里霊園
⑧青葉ニュータウン霊園 ⑳南葉山霊園 ㉜アドミール座間
⑨川崎清風霊園 ㉑三浦霊園 ㉝座間霊園　天空の郷
⑩高級公園墓地　春秋苑 ㉒日本庭園陵墓　紅葉亭 ㉞鶴巻霊園　もえぎのさと
⑪鎌倉霊園 ㉓田名聖地霊園 ㉟中井富士見霊園
⑫メモリアルパーク藤沢 ㉔陽光台霊園 ㊱湯河原　吉祥公園墓地  

 

 

図5 調査対象墓地の位置図 

 

4. 墓地の敷地構成要素による類型化 

4.1 類型方法 

 公式ホームページや石材店の墓地紹介サイトから得た画像と

Google Mapの航空写真を用いて敷地内において景観に影響する

と考えられる緑や施設の有無を調べ、墓地の構成要素の状態に

基づいて類型化を行った。 

植栽・花壇は墓地の外周、区画の外周、区画内に分け、芝生

は区画外周に敷かれている場合と芝生墓地として区画内に敷か

れている場合に分けて調べた。また、区画間に独立して存在す

るシンボルツリーの有無を調べた。施設についてはベンチや東

屋、パーゴラなどの休憩施設、モニュメントや仏像、池や噴水、

独立した区画として存在する庭園について調べた。庭園内に池

がある場合は池・噴水の要素ではなく庭園の要素として考える。 

 構成要素に基づいた類型として以下の(1)～(4)及び表2とし

た。 

(1) 庭園型 

庭園型は休憩施設や噴水など施設要素を多くもつ墓地であり、

シンボルツリーや休憩施設、モニュメントや仏像、池・噴水の

うち3項目以上の要素を含むものとする。 

(2)公園型 

公園型は緑が豊かで施設要素をもつ墓地であり、植栽が区画

外周、区画内にともに整備されておりモニュメントや仏像、池・

噴水、庭園の目立つ施設項目のうちいずれか1項目以上を含むも

のとする。庭園型と公園型の要素をともに満たす場合は庭園型

とする。 

(3)緑化型 

 緑化型は緑があり施設要素もある墓地であり、植栽と芝生の

うち2項目以上を含みシンボルツリーと施設のうち1項目以上を

含むものとする。 

(4)寺院型 

 寺院型は緑を含み目立つ施設要素の含まれない墓地であり、

シンボルツリーと休憩施設を除く施設要素が含まれないものと

する。 

表2 類型化の指標とした墓地構成要素 

庭園 公園 緑化 寺院

区画外周(通路) ○
区画内(墳墓間) ○
区画外周(通路)

区画内(墳墓間)
シンボルツリー 区画間(独立) ×

休憩施設(ベンチ、
東屋、パーゴラ)
モニュメントや仏像 ×
池、噴水 ×
庭園(独立) ×

n≦3

植栽、花壇

芝生

合計
○：あり、×：なし、n＝該当項目数

○
(n≧2)

○
(n≧3)

施設

緑

○
(n≧1)

○
(n≧1)

 

 

4.2 類型結果 

 各類型に該当する墓地を表3に示す。また、それぞれの景観的

特徴を(1)～(4)に示す。 

表3 類型化結果 
庭園型 公園型 緑化型 寺院型

横浜聖地霊園 高級公園墓地春秋苑 メモリアルステージ新横浜 青葉ニュータウン霊園
田名聖地霊園 鎌倉霊園 都筑港北霊園 メモリアルヒルズ湘南
陽光台霊園 茅ヶ崎公園墓地 朝陽の杜墓苑 平塚霊園那由佗の郷
メモリアルパーク大和墓苑
ふれあいの里

南葉山霊園 横浜セントヒル霊園 メモリアル富士見霊園

花の郷聖地相模大塚 三浦霊園 メモリアルパーク南横浜 中井富士見霊園
花の郷墓苑厚木宮の里 日本庭園陵墓紅葉亭 横浜二俣川霊園 湯河原吉祥公園墓地

厚木やすらぎ霊園 川崎清風霊園

メモリアルパーク藤沢
藤沢・綾瀬ふれあいの杜
茅ヶ崎霊園永久の郷
平塚四ノ宮霊園
綾瀬蓼川霊園
おぎの聖地公園
厚木森の里霊園
アドミール座間
座間霊園天空の郷
鶴巻霊園もえぎのさと  

(1)庭園型 

 庭園型の墓地では休憩施設やモニュメント、噴水などの区画

が墓域内に存在しており、特にそれらが存在する区画では墓地

ではなく庭園のような印象を受ける。また、区画外周の植栽と

芝生墓地のいずれかがあるために、緑があるという印象を受け

る。休憩施設の違いによって和風や洋風、フラワーガーデンの

ように庭園の中でも異なる印象を受ける。 

庭園型墓地に特徴的な休憩施設を図6、図7に示す。また、モ

ニュメントや仏像を図8、図9に示す。噴水や池を図10、図11に

示す。 



 

 

  

図6 横浜聖地霊園6)       図7 花の郷墓苑厚木宮の里 

  

図8 田名聖地霊園7)       図9 陽光台霊園8) 

  

図10 花の郷墓苑厚木宮の里   図11 花の郷聖地相模大塚9) 

(2)公園型 

 区画外周、区画内ともに植栽があることから緑が豊かな印象

である。墳墓間に植栽があることで墓石の見えが抑えられ、墳

墓が立ち並んでいる印象が弱くなっている。区画の様子を図12、

図13に示す。目立つ施設が1項目以上含まれ緑が豊かなことか

ら一般の公園に近い景観である。モニュメントの例を図14に示

す。また、この類型では図15に示すように独立した庭園がある

ものも含まれている。 

  

図12 高級庭園墓地春秋苑10)   図13 茅ヶ崎公園墓地11) 

  

図14 南葉山霊園       図15 高級庭園墓地春秋苑10) 

 

(3)緑化型 

 緑化型は墓地に緑があり、ベンチやシンボルツリーなどもあ

るため墳墓が立ち並んだ墓地より景観が向上した墓地であると

考えられる。区画内には図16や図17のように芝生墓地や芝生を

敷いた通路が多くみられる。施設では図18のシンボルツリーや

図19の藤棚のように憩いの場として利用できる施設が設けられ

ている。 

  

図16 横浜セントヒル霊園    図17 茅ヶ崎霊園永久の郷12) 

  

図18 厚木森の里霊園    図19 横浜セントヒル霊園 

(4)寺院型 

 墳墓が立ち並ぶ墓地に植栽を加え芝生墓地区画あるいは休憩

施設を取り入れることで忌避施設としての印象が和らいでいる。

区画の様子を図20、図21に示す。 

  

図20 メモリアルヒルズ湘南13)  図21 メモリアル富士見霊園14) 

 

4.2 各類型の特徴 

1)規模 

類型ごとの総区画数と総面積の分布を図22に示す。同様に3

で選んだ墓地全体についての総区画数と総面積の分布を図23に

示す。総区画数を横軸にとり総面積の対数を縦軸にとると、類

型別、墓地全体ともに総面積が小さいほど総区画数が少ない傾

向が見られ、総面積が大きなものは総区画数にばらつきが見ら

れる。庭園型 と緑化型は総面積10,000m2以下の中程度の規模で

ある。公園型は茅ヶ崎公園墓地を除くと 10,000m2以上と規模が

大きい。寺院型は規模が小さく、全て総面積は 10,000m2以下で

ある。 



 

 

条例による緑地割合規定の区切り総面積が10,000m2である注1）

ため、4類型の中で比較して公園型は緑の多い墓地で寺院型は緑

の少ない墓地であることから、公園型ではこの値を超えるもの

が多く、寺院型ではこの値を越えるものがないと考えられる。 

 

図22 類型ごとの総区画数と総面積の分布 

 

図23 墓地全体の総区画数と総面積の分布 

2)設立年 

類型ごとの設立年を図24に示す。公園型を除く3類型につい

ては1990年代以降の設立である。 

 

図24 類型ごとの設立年 

3)管理と周辺環境 

 墓地の管理について、電話調査によって現地の管理棟の有無、

管理棟の営業時間、下げ花や植栽などの管理を行っているかど

うかを調べた。また、墓地の周辺環境について、都市計画図及

びインターネットの都市計画図ビューアーを用いて都市計画区

域及び用途地域を調べた。また、住宅地図を用い周囲から 500m

圏内の屋外型墓地数、住宅地との近接について調べた。住宅地

との近接については墓地のある街区に接する街区に住宅がある

場合を1、住宅と一部接している場合を2、森林を隔てて接して

いる場合を3、近接していない場合を4として調べた。周辺環境

の調査結果を表4に示す。 

 敷地内に管理棟がないのは厚木やすらぎ霊園のみであり、営

業時間は9－17時が最も多かった。都市計画区域については36

件中 32 件で市街化調整区域にあり、準工業地域と準住居地域、

第一種低層住宅専用地域のものもあった。管理及び周辺環境に

ついては類型ごとおよび全体において特徴は見られなかった。 

表4 墓地の管理と周辺環境 

類型 名称
管
理
棟

時間 定休日
手
入
れ

都市計画区域

周辺の
屋外墓

地数※1

住宅地
との　近

接※2

横浜聖地霊園 ○
9－17時、冬期9
時―16時30分

なし ○ 市街化調整区域 1 3

田名聖地霊園 ○ 9時頃－17時 年末年始 ○ 市街化調整区域 0 4
陽光台霊園 ○ 9－17時 水曜日 ○ 市街化調整区域 0 2
メモリアルパーク　大和墓苑
ふれあいの郷

○ 9－17時 なし ○ 市街化調整区域 1 4

花の郷聖地　相模大塚 ○ 9－17時 なし ○ 市街化調整区域 0 2
花の郷墓苑　厚木宮の里 ○ 9－17時 なし ○ 市街化調整区域 0 2
厚木　やすらぎ霊園 × 9－17時 なし ○ 準工業地域 3 2

高級公園墓地　春秋苑 ○ 9－17時 なし ○
第一種低層住宅
専用地域

0 1

鎌倉霊園 ○ 9－17時 なし ○ 市街化調整区域 2 3

茅ヶ崎公園墓地 ○ 9－16時
火曜日、
水曜日

○ 市街化調整区域 1 2

南葉山霊園 ○ 9－17時 なし ○ 市街化調整区域 1 3

三浦霊園 ○
8時30分―16時
50分

なし ○ 市街化調整区域 0 4

日本庭園陵墓　紅葉亭 ○ 9－17時 水曜日 ○ 市街化調整区域 1 4

メモリアルステージ新横浜 ○
11～1月9－16
時、2－10月9－
17時

木曜日、
元旦

○ 市街化調整区域 1 4

都筑港北霊園 ○ 9－17時 年始年末 ○ 市街化調整区域 0 2
朝陽の杜墓苑（東の丘） ○ 9－17時 水曜日 ○ 市街化調整区域 0 2
横浜セントヒル霊園 ○ 9－17時 なし ○ 市街化調整区域 0 4
メモリアルパーク南横浜 ○ 9－17時 水曜日 ○ 準住居地域 1 2

横浜二俣川霊園 ○
9時30分―16時
30分

年始年末 ○ 市街化調整区域 1 1

川崎清風霊園 ○ 9－17時 なし ○ 市街化調整区域 1 1
メモリアルパーク藤沢 ○ 9－17時 なし ○ 市街化調整区域 1 4
藤沢・綾瀬ふれあいの杜 ○ 9－17時 なし ○ 市街化調整区域 0 2
茅ヶ崎霊園　永久の郷 ○ 9－17時 なし ○ 市街化調整区域 1 4
平塚四之宮霊園 ○ 9－17時 水曜日 ○ 準工業地域 1 4

綾瀬蓼川霊園 ○ 9－17時
水曜日(事
務所のみ)

○ 市街化調整区域 0 1

おぎの聖地公園 ○ 9－17時 水曜日 ○ 市街化調整区域 1 2
厚木森の里霊園 ○ 9－17時 なし ○ 市街化調整区域 2 2
アドミール座間 ○ 9－17時 なし ○ 市街化調整区域 1 4

座間霊園　天空の郷 ○
11－1月9時―16
時30分、2－10
月9－17時

水曜日 ○ 市街化調整区域 1 4

鶴巻霊園　もえぎのさと ○
9－17時、冬期9
時－16時30分

年末年始 ○ 市街化調整区域 1 2

青葉ニュータウン霊園 ○ 9－17時 水曜日 ○ 市街化調整区域 1 1

メモリアルヒルズ湘南 ○ 9－17時

月曜日(月
曜日が祝
日の場合
火曜日)

○ 市街化調整区域 1 2

平塚霊園・那由佗の郷 ○ 9－16時 ○ 市街化調整区域 0 3
メモリアル富士見霊園 ○ 9時― 不定期 ○ 市街化調整区域 0 4
中井富士見霊園 ○ 9－17時 年末年始 ○ 市街化調整区域 1 4
湯河原　吉祥公園墓地 ○ 9－16時 なし ○ 市街化調整区域 1 4

※1：周囲から500m圏内(バッファ)の屋外型墓地数

※2：墓地のある街区に接する街区における住宅の状況

　　　1：住宅がある、2：住宅と一部接している、3：森林を隔てて接している、4：接していない
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5. 公園型墓地の現地調査 

 4章では公園型の墓地について茅ヶ崎公園墓地を除き規模が

大きく、他の類型と比べ設立年に特徴がないことがわかった。4

類型の中で嶽山ら2)によって示された評価の高い公園墓地、すな

わち墓域と緑地を一体で整備した墓地に近い景観を持つのは公

園型であると考えられる。そこで現地調査によって公園型墓地

の景観を詳細に調べた。 

 鎌倉霊園について区画の様子を図25、航空写真から作成した

園路の様子を図26に示す。図26より鎌倉霊園は園路や区画が均

質なグリッドではなく、変化のある墓地となっていることがわ

かる。鎌倉霊園は面積が大きく墓域がひろがっているが、標高

や園路、区画、植栽における多様性から変化に富み緑の多い印

象となっている。 

 現地調査の結果、公園型墓地においては標高や園路、区画に

おける変化があることや墳墓間の植栽及び高さのある植栽によ

って墓石の見えが抑えられていることが特徴として挙げられた。 

 

図25 鎌倉霊園の区画の様子

 

図26 鎌倉霊園の園路 

6. まとめ 

 墓地敷地内における緑・施設の構成要素に注目して、公園墓

地を4類型に分けた。各類型の景観は以下の通りである。庭園型

は施設が多いことからフラワーガーデンや洋風庭園のような景

観となっている。公園型は墳墓間に植栽があるため墓石の見え

が抑えられ緑が多い印象である。緑化型は景観への配慮により

憩いの場としての雰囲気がある。寺院型は墳墓が立ち並ぶが植

栽や休憩施設によって忌避施設としての印象が和らいでいる。 

 墓地においては墳墓の印象を抑えることで景観が向上してい

ると考えられる。公園型墓地では墳墓間の植栽及び高さのある

植栽によって墓域と緑地が一体化した印象を受けることがわか

った。墳墓が立ち並ぶ墓地においては墓域に変化があることが

印象の向上につながると考えられる。 

 本研究においては特徴が現れなかったが、今後の墓地につい

て考える上で重要な維持管理や周辺環境についてより詳しく調

べることが必要であると考えられる。 

 

 

＜注釈＞ 
注1)  例えば横浜市の横浜市墓地等の経営の許可等に関する条例（平成

23年2月25日）第2章第10条（墓地の構造設備基準）では、「堀
又は密植した樹木の垣をめぐらし、外部と区画すること」、基本的
に「市街化区域に墓地を設置する又は市街化調整区域に10000m2未

満の墓地を設置する場合その墓地の面積の 30％以上の緑地を設け
ること」が示されている。 

 
＜参考文献＞ 
1) 槇村久子：多磨墓地をはじめとする公園墓地の成立・展開と今日的

課題, 造園雑誌55(5), pp121-126, 1992 
2) 嶽山洋志、山本聡、加我宏之、下村泰彦：服部霊園と堺公園墓地と

の比較を通じた公園墓地での緑地整備に関する研究, ランドスケ
ープ研究, 63巻, 5号, pp.649-652, 1999 

3) 飯塚義博：明治期東京における共葬墓地の成立過程と市区改正委員
会案, 日本建築学会計画系論文集, 第77巻, 第679号, 
pp.2241-2249, 2012 

4) 尾崎友紀、平山洋介：大都市における寺院墓地空間の変容に関する
研究, 日本建築学会計画系論文集, 第73巻, 第628号, 
pp.1305-1311, 2008 

5) 酒本幸祐：霊園ガイド 2016・下半期号 No.91, 株式会社六月書房, 
2016.9 

6) 横浜聖地霊園、神奈川の霊園.com 
https://www.reien-kanagawa.com/detail/id1152376000-000265.h
tml 

7) 相模ふれあいの杜 田名聖地、お仏壇のはせがわ 
http://www.hasegawa.jp/memorial/reien/reiendetail/001401005
0/ 

8) 陽光台霊園 公式ホームページ 
http://ykd.net-midorinomori.com/ 

9) メモリアルパーク花の郷聖地 相模大塚、神奈川県の霊園.com 
https://www.reien-kanagawa.com/detail/id1152376000-000285.h
tml 

10) 高級庭園墓地 春秋苑 
http://www.shunjuen.or.jp/ 

11) 茅ヶ崎公園墓地、お墓ポータルサイト「いいお墓」
https://www.e-ohaka.com/detail/id1152376000-000289.html 

12) 茅ヶ崎霊園 永久の郷、天乃家石材店株式会社 
http://www.amanoya.net/k10_towa.html 

13) メモリアルヒルズ湘南、お墓ポータルサイト「いいお墓」 
https://www.e-ohaka.com/detail/id1152376000-000284.html 

14) メモリアル富士見霊園、神奈川の霊園.com 
https://www.reien-kanagawa.com/detail/id1283839526-537444.h
tml 


